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(1) 動機： 交通安全における危険予知とは事故発生

につながる様々な要因を未然に検出し，ドライバー

や歩行者の事故回避行動が極力容易かつ円滑に

なることを目ざすものである．従来そのための方策

として，車室内のヒューマンエラーの検出と車室外

の環境認識に重点がおかれてきた．しかしそれら

は，車が運動方程式に従う時間範囲より未来（10
秒先，30 分先，1 年先など）に対してはほとんど無

力であった．そこで，本研究では最重要の車外環

境要因である歩行者に焦点をあて，人の流れデー

タに基づいてその出現を予測するシステムを検討

する． 
(2) 方法： 図 1 に示したエリア（愛知県長久手町）を対

象地域とし，２つの方法で予測を試みた．第 1 の手

法では，人の流れデータを多変量回帰分析で学

習し，その回帰係数を車の走行予定経路を含む時 
空間範囲に適用して人出現の確信度を予測する． 

第 2 の手法では図 1 中の 12 地点で計測した交通

量（歩行者と自転車）を最尤推定で人の流れデー

タに同化させ，経路を推定する． 
(3) 結果：． 

・第 1 の手法： 走行経路上の 1 分間隔で人出現確信

度を予測し，PTデータから作成した正解値との時系

列相関 0.58 を確認した（図 2）． 
・第2 の手法： １日のリンク交通量に関して，12 スポッ

ト中 10 スポットで適合率 90％超を達成した（図 3）． 
(4) 使用したデータ： 

・PT データ： 01CHU, 98TKY, 08TKY 
・現地計測データ（2011.12.5 愛知県長久手町） 

(5) 今後の展開： 
地理・道路環境，周辺施設，センシングおよび行動

モデルを考慮した多元的な予測手法を確立し，人の

出現予測と経路推定に関する精度を高める．

 

12時間交通量（歩行者＋自転車: 2011年12月5日）
人の流れデータ

01CHK
（2001年10月）

最尤法で同化し

移動経路を推定

起点O

終点D

 
図 3： 移動経路の推定 
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図 2： 人出現の予測. 
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図 1： 現地計測エリアと仮想走行経路 


